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第７次高浜市総合計画審議会（第３回） 会議録 

日 時 令和３年７月２７日（火）午後７時～８時３０分 

場 所 市役所 会議棟 傍聴人数 ４名 

出席者 

委 員 

中川幾郎、水野輝久、宮田克弥、杉浦秀敏、神谷章一、酒井幸代、 

坂本直敏、中川健二、新美純子、畠孝二郎、横山英樹、神谷坂敏 

（１２名出席） 

行 政 

市長  吉岡初浩 

（１名出席） 

事務局 

企画部長 深谷直弘 

総合政策グループ   リーダー 榊原雅彦 

   同       主 査  田中 愛 

   同       主 査  京極昌彦 

   同       主 任  多武利康 

   同       主 任  祖父江佑介 

同       主 事  村松邑馬 

   同       主 事  嶋本花凜 

   同       主 事  東端佑奈 

      （９名出席） 

次 第 

１ 開会 

２ 議事 

１）進捗状況について 

２）第７次高浜市総合計画に掲げる将来都市像(キャッチフレーズ)(案)につい

て 

３）第７次高浜市総合計画の構成（案）について 

３ その他 

資 料 

参考資料１：高浜市の未来を描く市民会議報告（第１回～第３回） 

参考資料２：将来都市像（キャッチフレーズ）について 

参考資料３：第７次高浜市総合計画の構成（案） 
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２．議題 

１）進捗状況について 

会長 ・それでは、議題１「進捗状況」について、事務局より説明をお願いしたい。 

事務局 （資料１－１「高浜市の未来を描く市民会議（第３回）報告」、資料１－２「第

７次総合計画策定職員チーム会議（第２回）報告」、資料１－３「高浜市の未

来を描く市民会議（第４回）報告」に基づき説明。） 

会長 ・ここまでは報告になるが、何か質問があればお願いします。 

 （質問なし） 

 

２）第７次高浜市総合計画に掲げる将来都市像（キャッチフレーズ）（案）について 

会長 ・続きまして、議題２「第７次高浜市総合計画に掲げる将来都市像（キャッチ

フレーズ）（案）」について、事務局より説明をお願いしたい。 

事務局 （資料２「第７次高浜市総合計画に掲げる将来都市像（キャッチフレーズ）に

ついて」、資料４「将来都市像（キャッチフレーズ）案の最終検討結果」、別

添資料１「キャッチフレーズを考えるときに参考にしていただく「キーワー

ド」について」、別添資料２「将来都市像（キャッチフレーズ）案について」、

別添資料３「将来都市像（キャッチフレーズ）案の投票結果」に基づき説明。） 

会長 ・様々な意見聴取、リファインされこのようなキャッチフレーズになった。こ

れを採択するかどうか皆さまのご意見を賜りたい。これについてご意見をお

願いしたい。 

事務局 ・事前にいただいているご意見があるのでご紹介する。 

・キャッチフレーズの決定おめでとうございます。候補はどれも高浜らしさ、

人のつながりが表現されているキャッチフレーズばかりで、決定されたキャ

ッチフレーズの発表が楽しみ。色々な年代の方々が一つのテーマに向かって

ひとつになれる機会が素敵だった。 

委員 ・「幸せ」は漢字でなく平仮名にしてはどうか。 

委員 ・肝心の計画にこのキャッチフレーズがどう影響するのかが分からない。キャ

ッチフレーズに拘束された計画になってもおかしいし、計画だけが独り歩き

するのもおかしいと思っており、これをどうリンクしていきたいのか、お聞

きしたい。 

事務局 ・総合計画の作り方としてボトムアップという考え方もあったが、今回は１０

年後にどんなまちになっていたいのか、みんなで想像し、そのまちに近づけ

ていくために５年後、３年後に何をやろうか、バックキャスティングの考え

方で作っていくことでスタートし、理想とするまちの姿を描いたところであ

る。 

１．開会（会長あいさつ） 

 本日はご多忙の中、お集まりくださいまして、ありがとうございます。ただ今より第３回高浜

市総合計画審議会を開会する。 
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・これから中身を作っていくことになる。いろいろなことを包括できるキャッ

チフレーズになっている。個別の取り組みがこのキャッチフレーズにつなが

っているかは、我々もしっかりと確認して決めていきたい。その際にはまた、

委員からもご意見を賜りたい。 

委員 ・「人と想いがつなぐつながる」は分かるが、「幸せ」という言葉は漠然として

いる。何をもって幸せと解釈するものか、その点が不明確に思う。 

事務局 ・仰るとおり幸せは人それぞれに違うと思う。何の幸せかを決めてしまうと、

それ以上のことができなくなってしまう。これまで頑張ってきてくれた人の

想いや、人たちが、これからの未来につなげていく、つながっていくことで、

多種多様な人たちがそれぞれの幸せを感じられる。そんなまちになってほし

いという願いが、キャッチフレーズとして表現されているということもあ

り、あえて抽象的になっている。 

委員 ・「つなぐつながる」を「つなぐつなげる」にすると、大分そこに意思が入るよ

うな気持ちがする。ほんの一文字違うだけだがいかがか。 

委員 ・市民会議からの経過を見てきて、事務局から説明があったとおり、今までの

流れで「つなぐつながる」がずっとトップできていた。それがあって、今の

キャッチフレーズになっている。「幸せ」が入っていることも１番だった。皆

さんの想いも入っているので、それを削らないように、投票してくれた人や

中学生たちの皆さんの想いを乗せた言葉という印象がある。実は「幸せ」に

関しては「大家族」という言葉もあるし、不要ではないかという意見も少し

出たが、最後の多数決で選ばれたのがこのキャッチフレーズだった。 

会長 ・それでは、キャッチフレーズの案に対して、「幸せ」を平仮名にするというこ

とについてはいかがでしょうか。 

 （意見なし） 

会長 ・事務局から意見をお願いしたい。 

事務局 ・この場で意見を頂きたい。もう一度市民会議にフィードバックして最終決定

することも可能。 

会長 ・「人と想いがつなぐつながる」ことは見事に「幸せ」につながっていくと感心

した。「幸せ」は実は「仕合わせ」という言葉も使う。つまり組み合わせをい

う。「人と想いがつなぐつながる」というのは組み合わさっている。人と人と

が組み合す、コミュニケーションができ、ネットワークができ、そのことが

「幸せ」にもなると思った。掛詞的に平仮名にしても構わないが、実は裏に

はこんな意味があるとも解釈できる。つまり、つなぐつながることが幸せな

んだという理解ができると思い、見事だと感心した。私は平仮名であろうが

漢字であろうが、大義は損ねてないと思っているので、市民会議の判断に委

ねたい。ここは決定機関でもあるので、判断を市民会議に委ねる形でよろし

いか。 

 （異議なし） 
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会長 ・つなぐつながることが幸せ。物質的な幸せを追及しているわけではなくて、

人と人とが上手く組み合わさるそれが幸せ。そういう意味では平仮名の方が

いいかもしれない。 

・異論がなければ平仮名にさせてもらえないかと市民会議に提案してもらいた

い。 

事務局 ・会長が言われた幸せの別の意味も説明していきたい。 

 

３）第７次高浜市総合計画の構成（案）について 

会長 ・それでは続きまして「第７次高浜市総合計画の構成（案）」に入らせていただ

きます。事務局より説明をお願いしたい。 

事務局 （資料３「第６次高浜市総合計画の構成」に基づき説明。） 

会長 ・大きく前と違っているのは、計画策定の背景の社会情勢が大分変っていると

いうことが一つ目。二つ目に国際連合が言っているＳＤＧｓをここにも入れ

ていくということ。行政機関としての当然の姿勢であろうかと思う。人口の

見通し、土地利用構想、地域展望は時代の変化に対応した微修正になるだろ

うということ。大幅な土地利用の変更は開発の時代ではないから、今の時代

にあまり考えられない。さらに基本計画分野については、基本的には第６次

の基本計画のフレームを踏襲しながら、行政のなすべきことと、住民あるい

は地域ができることを中に書きこんでいきたいと、ただ、全て書き込めるか

どうかも作業しながらやっていかなければならない。そこはこれからの工夫

次第である。しかしながら、第６章のところで、市民、地域ができることと

して絞りだし、住民にわかるようエッセンスを取り出し、別冊にすることも

考えているという説明であった。 

・行財政運営の在り方については、今までのような行政改革とは健全な財政運

営が当たり前のものになっているが、ここで特記されているのは、公共施設

の在り方の検討である。ここは非常に重要な箇所ではないかと聞いている。

というのは、国においても地方公共団体においてもそうだが、道路、橋など

の基礎的なインフラストラクチャーはもとより、今後２０年か３０年以内に

全体で６割から５割５分は修繕をしなければもう持ちこたえられないとい

う答えはでており、公共建造物（公共施設）についても全部見直していかな

ければならない。それを全部新設もしくは改築することは不可能で、これは

国家財政からみても当然のことだと思う。そうすると何を残す、何を修繕し

ていくか、場合によっては何かを諦めるということも考えなければならな

い。詳しくは書けないと思うが、そういうことがここに出てくると思う。公

共施設の総合的な管理計画を作らなければいけないので、その方向性だけは

確認しておかなければならない。何もかも今までのように新設、増築、修繕

ですぐ済むということは一切ないと、そういう時代はもう終わるということ

は覚悟しないといけないということは聞いている。 

・総合計画を補完する個別計画というのは、今までこれは言っていなかったが、

実は総合計画はもう地方自治法第二条第四項に基づく地方公共団体の義務

的の位置から落ちている。任意計画になっているが、実は高浜市においては
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高浜市独自の自治体系の中で最高上位計画に位置付けられている。この計画

の下にどんな中位計画があるのか、その中位計画の下にどんな下位計画があ

るのか、計画の体系を示すということは、これは非常によいことだと思う。 

・世間では一般的に国が法律で作りなさいと言っている計画が上位だと思う勘

違いがあるが、そんなことはない。西暦で申すと 2000 年４月以降は国家と

市町村は対等である。指揮命令関係にはたっていない。総合計画は高浜市に

とって最高上位計画ですと高浜市が決めたらそれが最高上位計画になる。国

が定める都市計画や様々な法定計画はそれを支える中位計画の位置にあり

ます。法定計画は国によって定めなければならないとされているだけで、計

画秩序でいえば最高上位計画である総合計画を支えるという位置にある。自

治体として高浜市はそのような計画秩序を示すということ。 

・これについて、皆さまそれぞれのご抱負、これを計画でやってほしいとか、

こういうことに変えてはどうかとか、様々なご意見ご所見あろうと思う。こ

こは全員のご発言をいただきたい。 

委員 ・この計画に若干の違和感がある。 

・何故かというと第７次総合計画には第６次総合計画に全く関連性がないかど

うか、関連性があると思う。そうすると第６次総合計画のなかで上手くいっ

たこと、あるいはミスったこと何か問題点があるならば、その結果としてど

ういうところに問題があったのかということは出すべきだろうと思う。それ

が一つ。 

・それから二つ目に、ＳＤＧｓと出てくるわけだが、あまりに突然出てきて違

和感を覚える。これは第４章の基本目標、キャッチフレーズと出ているわけ

だが、そこにこのＳＤＧｓのどこに該当するのか、どういうものとリンクす

るのかを、そこで出すべきであって、第２章に突然だしてもこれを読んだ人

たちは引いてしまうのではないか。 

・市民・地域ができることはいくつかあると思いますが、ここまで皆さんが読

んでくれるかどうか、皆さんが興味をもつような、しっかりとここまで皆さ

んを連れてくようなことが果たしてできるかどうか。 

・第５章の雇用の創出や出生率の向上はここに入れて本当に高浜市の政策とし

てやっていけるかどうか。少し違うのでないか。あまりにも高浜市としてや

れないこと、やりにくいようなこと、そこまで背伸びして出す必要はないの

でないか。自分の背の高さに準じた計画を立てる。目標はもう少し上でもい

いとは思うが、ここで市の目的とは何なのかというのは先ほど、ここに出て

きたから、それを達成するために目標があってその後に戦略があるわけだ

が、そういう意味では上手くできていると思うが、第６次総合計画の答えを

どんなふうに今後活用していくのか、それを第７次にどういう風に盛り込む

のか。ＳＤＧｓはここの場所に突然出てきていいものなのか。第５章では雇

用の創出や出生率の向上というのは本当に市が計画に入れていってできる

のかどうか。市民・地域ができることって皆さんに浸透するまで大変だろう

なという気がする。 

委員 ・第６次、第７次総合計画、この計画に沿って市の仕事が決まってくるわけで

すから、あまり細かく、多数を決めてしまって今の市役所の人員でこれがカ
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バーできるのかと。少し不安を持っている。 

・第２章ＳＤＧｓというのはあまり私も詳しく知らないが、このところラジオ

などで取り上げられている。今後とも日本だけでなくて世界もＳＤＧｓがシ

ンクロしてくると思うので、ある程度この位置で掲げておいてもいいのでは

ないかと思う。 

・基本目標を決めてその下にくる細かな目標がどういう目標になってくるの

か、それによって行政の今の人員である程度対応しきれるのかどうか、細か

いところまで決めることができれば一番いいとは思うが、それが対応可能か

どうかということも考えて決めていったほうがいいのでないか。 

委員 ・施策動向調査の６５、６６ページに今後の重要施策というので市全体として、

十数項目挙がっているが、これはアンケートをとってでてきたものなので、

こういうのは非常に大事なものだと思う。もう一度これを見直させていただ

いた。それによると、防災防犯のほうが充実しているとか、医療体制が充実

しているとか、総合計画の構成でいうと、基本目標の下位の目標というとこ

ろにあたるような気がする。こういうものが十分入るような配慮をしていっ

てほしい。そうすると先ほど言われたように、第６次の結果がどういうもの

かというのをしっかり見ていただいて、表だけだと良くなっているものなの

か悪くなったものなのか、中々わからない。このあたりのことが、はっきり

結果としてこれは重要だというのを拾い上げてもらえると有難い。 

・その中にもいくつか、雇用という言葉も出ていた。第５章の雇用の創出は違

和感がある。市でうまくやっていけるものなのか、我々にも分かりやすいよ

うな形で示してもらえると有難い。 

委員 ・私が思う幸せは、「心と身体が健康であること」「良い仲間や家族に囲まれて

いること」「仕事やいきがいをもっていること」「お金に困っていないこと」

これ以上考えると欲だと思い、最低この四つがないと幸せとは思えないので

ないかと計画を見ていて思った。 

・今後の取り組みのなかに、加えていただければと思うことだが、ゴミ袋が途

中から有料化になったことが、この１０年のなかで変わってきたことである

が、子どもがいる方は紙おむつが出る、ペットを飼っていればペットシート、

お年寄りの介護をしていればオムツが出る。ゴミ袋が結構量が入るので重い

と思う。知らずに持つと体を痛める可能性があるので、色を変えるとか、多

少金額が上がってもしてはどうか。これからそういう仕事を女性もやるよう

になってくるのではないかと、男性の仕事と割り切れないのではないかと思

うし、他にもあると思う。それもＳＤＧｓの１つになるのかと思う。 

・オリンピックを見ていて、ふるさとを応援する気持ち、地元の子が出場する

と応援したくなる。高浜も色々なところからきている人が多いと思うので、

今後県人会みたいなものができて、相談しあったり、助け合ったり、イベン

トも今はできないけども将来的には、高浜にいながら他所のふるさとの味や

雰囲気を味わうようなことにも繋がるのではないかと思う。 

・外国人が高浜は多いという理由の一つに物価の面で暮らしやすいからと思う

が、おそらくお年寄りにもそういうことが当てはまってくると思う。年金暮

らしでも暮らしやすいまち、物価のやすいまち、と考えると、福祉の面で、
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お年寄りが他所の市にお世話になることなく高浜で最後までお世話になれ

るような充実した仕組みができるといい。イメージ的にお年寄りが多いと、

ゆったりして、平和な、穏やかなイメージがあるのでいい風にまちづくりが

できるとよいと思う。 

会長 ・前半４人が終わったので、事務局より意見をお願いしたい。 

事務局 ・ご意見有難うございます。第６次の良かったところ悪かったところそういっ

た反省も活かして第７次につなげていくべきでないかという意見はまさに

そのとおりに思う。 

・施策動向調査のなかでも少しそういったところは触れているが、まだ第６次

の計画は動いているところである。第７次の個別の計画、取り組みを作って

いくなかで、第６次でやってきたことも踏まえて第７次どのようにやってい

こうかと考えていく。それを如何に委員の皆さま、市民の皆さまに見てもら

えるように、分かりやすく出せるかどうかは今後検討課題かと思っている

が、しっかりとそういったところも加味していきたい。 

・ＳＤＧｓの配置は考えました。最初はもう少し下のレベルに置いていました

が、世界的な流れなので、これがいきなり出てきて分かりづらいかもしれな

いが、あえて冒頭にもってきて、今の世の中の世界的な取り組みとして動い

ているというのをお示ししておいたらどうかと考えた。あまり細かくは書か

ないが、概要を書くなかで、市の総合計画の様々な取り組みがどこに当ては

まっているのか、繋がっていることを市民の方にも知っていただけるといい

と思いこの場所に配置した。 

・市民・地域できることは、ここで書くだけでやってくれるとは思っていない。

実際一緒になって動いて計画の意味がでてくると思うで、ここに書くだけで

なく、これをどうやって一緒にやっていってもらえるかというところの方が

大切。別冊のようなものを作って分かりやすくお示しをして一緒にやってい

けるような形で進めていきたいと現在は考えている。 

・今は総合戦略を総合計画とは別に１冊作成している。中身をみると総合計画

にあるような取り組みで、雇用の創出、出生率の向上につながるような取り

組みを抜き出したものが書いてある。実際雇用でいうと、企業誘致や、そう

いったことをすると雇用の場ができるのでないかとか、出生率の向上であれ

ば、子育てしやすい環境を作っていくことで子供を産み育ててみたいと思っ

てもらえる雰囲気を作っていくことでつなげていく。こういったことを少し

抜き出していければと考えている。 

・「心と身体の健康」も幸せにつながると思うのでそういったようなところも計

画に落とし込んでいけたらと思う。そのあたりも加味したうえで柱建てをし

ていければと思っている。 

事務局 ・第５章に地方創生戦略が書いてあるが、国が示している１億総活躍社会とい

うところで、雇用の創出や出生率を向上させることを必須条件とされてい

る。 

・実際には別冊で持っているが、１つの軸として総合計画のなかに一緒にいれ

ていく、産業工業の部分や企業誘致、産業支援、そういった部分をやってい

るので、そのあたりも含めてやっていくべきだというところでここに入れて
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いる。 

・ＳＤＧｓについては、カーボンニュートラルの達成、第４次産業革命も叫ば

れているので、国際社会のことであっても日本もそこに向かって進んでいこ

うと国が掲げている以上は行政としてはきっちりと位置づけだけはしてい

きたいということでここに入れているのでご理解をお願いしたい。 

会長 ・今出たお話しのなかで、出生率だとか、雇用までは高浜市には重すぎるので

はというのは、私も全くそのとおりかなと思って聞いていたが、地方創生総

合戦略のなかで、そのことについてきちっと述べよ、目標を掲げよと国の方

から依頼してきている。それについての回答というか沿った計画を全市町村

が作らされているで、それをここに掲げておこうということである。ですの

で、決して無理をしたものは掲げないはず。ただ項目として出生率向上のた

めにこう頑張ります、雇用増加のためにこう頑張りますということは書かな

ければいけない。義務的に配慮されているので、ここはご理解頂きたい。 

・それから、沢山仕事が多すぎないかと逆にご配慮いただいていると私は思っ

たのだが、実は仕事が多すぎるわけではなく、現実にはこの人数でやってい

る。ただ、私は個人的には高浜市は職員数が少なすぎると思っている。この

職員数でこれだけの仕事の量はもう負担がきつすぎるだろう。全国平均から

見ても職員数が少なすぎると私は判定する。なので、今仰ったことは今後の

人材補強のための指針として一応伝えておいていただきたい。仕事が多すぎ

ないかと思うのは私も一緒。有難うございます。 

・それから、第６次のデータをどこに盛り込むのかというお問い合わせがあり

ましたが、これは新計画のなかの書きぶりに反映すべき。現状あるいは課題

のところで前総合計画においての目標達成はこの程度であった、従ってこれ

ら達成していない目標を計画にもう一度積み上げていきますという記述を

書くべき。それが今までの計画には無かったのではないかというようなご指

摘であったと私は思う。そうすると計画作っただけで終わるのでなく目標が

あり、目標ができた、できていないが次の計画に反映される。そういう計画

にしましょう。必ず現状と課題と課題解決のための次の施策の目標とかいう

三段論法でできているように。これは単なる作文ではないということ。現状

を分析するにあたって第６次総合計画と対照するということが必須課題に

なってきた。 

・次のグループに移りたい。 

委員 ・資料３にあるように第６次総合計画と第７次総合計画の案はだいぶ違ってい

て、今までであれば第６次の計画を踏襲すればいい時代だったのに凄いこの

１０年で変わったのだと実感しながら思った。 

・ＳＤＧｓに関しても安城市でも健幸＝ＳＤＧｓ課ができたぐらいで、世界的

には進んでいて日本は少し遅れているということもあるし、全国的に見ると

５年も６年も前から取り組んでいる自治体もあり、既に結果がでている自治

体もあるので取り組んでいくべき内容かなと思っていた。ここに置いたとい

うのも考えられてお書かれたのだと察しているところ。 

・第６次の数字的な検証も必要かなと私ももちろん感じているが、今第７次の

キャッチフレーズを決める市民会議では外国籍の方、中学生の方、お子さん
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を連れて毎回出てくれる方もいて、そうすると数字では測れない第６次の成

果というのは第７次に向けて出ているのかなと体感できたので、そこは凄く

いい流れとして引き継いでいければいいと思っている。そのなかで後半の部

分では市民ができることとか、地域ができることを考えるとあるが、やはり

まちづくりは自分事にすることが大事だと思っており、今まで総合計画は行

政がやるものだと思っていたが、この第７次を見ると自分事にするようなき

っかけづくりというのが結構あるかと思うので、これが本当に市民の方が自

分事のように行政と一緒に取り組んだら凄く面白い計画ができるのではな

いかと思っている。あくまで計画なので今後１０年それを市民の方と行政が

どう進めていくかというのが大事かと思いますので、個人的に難しい内容も

多いですが、これができるならワクワクするというのが感想。 

委員 ・ＳＤＧｓについては中川会長も仰られ、他の委員からも話があったように大

事な位置づけだということを感じました。ただ、そういうお話を聞いたうえ

で、お話しをしたいと思うが、もちろん第６次までに様々な施策が行われて

きて市民はじめ行政も真剣になって取り組んできたその結果、ＳＤＧｓにか

かわることをいくつも取り組んできたことがあるのではないかと思う。そう

いったものをしっかりと評価したうえでこれから何をやっていく必要があ

るのかということを改めて位置付けていく必要があると思う。そして仕事と

しては大きなことになってくるのですが、行政だけでやらずに関係機関とか

関係団体、そういったところが、何ができるか役割分担をし、自分のところ

ができるところを、これまでもやってきたと思うが、それをさらに押し進め

ていくということが今後も必要なのかと。これが持続可能な社会をつくって

いくことになるのではないかと思う。 

委員 ・これができたら面白そうだと思っている。 

・雇用に関しては少子高齢化で高齢者の雇用とか、外国人の雇用とかいろいろ

なことがでてきている。ダブルワーク、働き方改革、いろんなことがもう出

ているので事務局から企業誘致とありましたが、そういった大きなことでは

なくても、さきほどキャッチフレーズに「つなぐつながる」と出ているので

みんなでつながりながらそういったものを創り出していくというのが必要

な時代だと私は思っている。 

・出生率の向上もお示しいただいているものを見ると高浜市は少しずつ増えて

いるということを聞いていて、人口が増えることによって、税収も増え、メ

リットも多くあると思う。定住の意欲が向上するということももちろんあ

り、我々市民の生活にもつながってくるので、出生率が増えれば、子どもが

増える、子どもがいい教育を受ける、未来の市を担う人材になっていくとい

うことが第７次だけではない第８次９次と進んでいくときに子どもたちが

高浜を担う素晴らしいひとたちになっていくわけなので、ここは、今は難し

いと言わずに取り組まなければならないと、絶対あきらめてはいけないとこ

ろだと私は思っている。 

委員 ・総合計画というのは民間企業にとってどういう位置づけかというと、やはり

経営計画のようなものに位置づけされると思う。経営計画の在り方によって

株価に影響する、従業員が働きたいと思うかどうかというところに影響して
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いく。適切でないかもしれないが、そういった角度から今回のこの案を見さ

せてもらった。 

・時代が１０年前と今は全く違っており、オリンピックが開催され、オリンピ

ックが「多様性と調和」というテーマでやられているわけだが、多様性と調

和は何なのか、どこからその言葉が出てきたのか思っている方もいると思

う。ジェンダーとは何か、色々な横文字が並ぶなかで中々テレビを見ていて

も分からないことが多いと、ましてＳＤＧｓとは何なのだということが、実

際現状あると思う。民間企業においてもＳＤＧｓは当たり前にやっていかな

ければならない、むしろ零細企業でもそういったことに対してどう取り組ん

でいくかということを実践しかけているのが実態でございます。掲げられて

いる１７個の目標を達成したときには必ず世界に幸せがあるだろうことを

国連が提唱しているわけで、今回これを２番目にもってきたということはあ

る意味、私は評価をさせていただきたい。 

・計画を立てるうえで冠は必要だと思う。もちろん高浜市独自の計画というの

は非常に大事だと思うが、やはり世界であり、日本であり、地域であり、と

いうところが今後１０年どういうところに向かっていくか、３０年までがＳ

ＤＧｓの目標になっていると思うので、まさに今から作成する第７次総合計

画にちょうど合致するタイミングになる。ちょうど１０年後に当たり前のよ

うに皆がＳＤＧｓの目標を達成できたのだろうかという話をきっとしてい

るのではないか。是非これに関しては取り組んでいただきたい。 

・あわせて第５章の創生戦略も重要な位置づけかなと思っている。やはり今後

１０年において我々が乗り越えていかないといけない、例えば経営者が高齢

化して事業所をどうするのか、後継者不足で廃業される方が沢山みえるなか

で高浜市において起業される方、そして企業誘致含め、商工業者が発達する

ということはそこで雇用が発生する。そこで人々が定着し、出生につながっ

ていく、この循環が高浜市で仕事をしていく価値や魅力みたいなものをしっ

かりと伝えていくことで、高浜市独自の戦略みたいなものを明確化していく

ことで企業がもっと活躍していく環境ができるのではないかと思っている。 

・テーマが「幸せ」であり、決してそこには外れていない計画ができるのでは

ないかと思っており、期待しているので引き続きお願いしたい。 

委員 ・章立て７つとういことで、これにはそれほど違和感はないが、章立てのタイ

トルを工夫しないと、いきなりＳＤＧｓ、創生戦略が出てくるとなる。章立

てのタイトルの付け方に工夫をした方がいいのではないか。 

・基本的なところでいうと第３章基本構想のうちの２人口の見通し、３土地利

用構想には第６次と大きな違いはないのだろうという先生のご指摘もあり

ましたので、それはそれでそうなのだろうと思うが、４地域展望は真面目に

考えないといけないのではないかという気がする。 

・今、まちづくり協議会で地域計画を一生懸命作っているが、市として地域展

望をどうしていくかというのがないと、まちづくり協議会任せになり、それ

はまずいという気がしていて、市としてどの学区はどうするというのがおそ

らく出てくると思っている。それが、まちづくり協議会が作る地域計画とう

まく合っていないと市の独りよがりになってしまうので、そこは注意が必要
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だと思っている。 

・全体で見ると基本計画のところが見えてないので、章立て自体に異論はない

が、基本計画がどう変わっていくかに興味があり、そのあたりが出てくると

第７次の計画が凄く綺麗に見えるのかなという感じを受けた。 

委員 ・先ほど他の委員から第６次の評価について、先ほど先生から書きぶりの方に

入れるということですから、それでいいと思う。 

・まず計画の背景というのが最初にあるわけだが、今まで第６次のときにもあ

っただが、きちっと何故それをやるのかをＰＤＣＡを回してやっているのか

という疑問がいつもあった。今回はじめてバックデータだとかアンケート結

果をきちっと取って回していくということを言ってもらったわけですから、

それによって何故その施策をやっていくのかがはっきりしていくのではな

いか思い、安心している。 

・創生戦略についてはあまり今までそれに触れてくることがなかったので、こ

れについては私自身も改めて勉強したい。 

・第６章計画の実現に向けてでは、市民ができること、それから地域ができる

ことで、地域の方は地域が作っていくからまだ分かるのですが、市民にやれ

というのは、総合計画は議会の議決事項になるはずですから、議会でも決定

されるので、そうすると冊子になったもので、市民がこうやってやりなさい

ということが書かれているのが出てくるのかなと。そうなってくるとかな

り、あなたたちはこういう議論をして決めたのだろうと色々言われると辛い

なという気がした。 

・つなぐつながるという言葉があった。我々は地域の組織としても、どうやっ

てつなげていけばいいのかということが、例えば今地域でも中々行事をして

も外国人の方は出てみえない。それをどういう仕掛けをしていけば一緒にな

れるのか、彼らも一緒に入りたいと言っているのだけれども、きっかけをど

うやって作っていったらいいのか分からないので、教えていただいて上手く

つないでいければいいという気がする。 

・公共施設の在り方のところで、道路、橋、建物そういうものが出てくる。今

まで色々とやられてきたと思うが、それが最近あまり表に出なくなってしま

ったのか、そのあたりをもう一度きっちりと整理していただいて、もう一つ

追加するとすれば下水の関係も長期計画に基づいて行われていると思うが、

現状どこまでいってどうなのかというのも中々表に出ていないのでそのあ

たりも第７次はっきりと盛り込んでいければいいのでないかと思う。 

委員 ・貴重なご意見ありがとうございます。 

・第７次は身の丈に合った計画にしていこうというのは大前提であるが、皆さ

ん意外に思われるかもしれないが、高浜市の高齢化率は意外に低く、長久手

市、みよし市に続いて県内で３番目に若いまちである。ということは子育て

世代に選択されているまちになる可能性が非常に高いと踏んでおり、今私ど

も何をやらなければならないのかというのは、先ほど難しいかもしれないな

と、確かにハードルは高いのですが、企業誘致をして財政力を高めて、その

財源を活かして待機児童対策に充てていくということ。 

・それからもう１点、高浜市は市街化区域の率が高く、名古屋市、大治町に次
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いで県内で３番目に高いです。ということは調整区域が少ないので、もうこ

れ以上人口は増えないかなとある時期私は思っていましたが、今皆さんが関

心のある土地があると思います。そこの活用。それと旧病院の跡地の活用。

色々とありますので、そういったところで人口増に向けた取り組みも第７次

のところでは考えていく必要があるのかなと思う。それをやって、税収増を

図っていくということが第７次の肝になっていくと思っている。 

・公共施設の関係は粛々と進めている。下水の関係もようやく吉浜地区に入っ

た。まだ１５，１６年はかかるかもわかりませんが、しっかりとやっていく

ので宜しくお願いしたい。 

会長 ・行政側から補足はあるか。なければ私から委員としての発言に入りたい。 

 （意見なし） 

会長 ・先般データを見させてもらったが、高浜市は消防団への職員の加入数が大き

い。職員全体の３、４割が入っていると聞いた。職員の住民自治への協力度

が高いまち。そういうことも、もっと総合計画に反映させた方がいいのでは

ないか。 

・基本構想で書くべきか、基本計画の条文で書くべきか分かりませんが、住民

自治と団体自治の密接な関係をもっと書くべき。住民自治がしっかりしてれ

ばしているほど、未来への投資に団体自治の資源を振り向けることができ

る。住民自治が弱れば弱るほど現在の投資に傾かざるを得ない。この関係を

示してはどうか。であるからこの計画では地域でやってもらいたいこと、住

民にお願いしたいことが出てくる。これはしなければならないでなくて、で

きること、もしくは可能ならばしてほしいことであって、別冊になったから

これを住民がしなければならないという、べからず集にはならないと私は思

っているし、そのようにお願いしたい。しかし、それは当然のことでどの自

治体でも当たり前のこと。住民が防犯にも防災にも協力しない、地域福祉に

も一切何も関わらないまちは、膨大なコストがかかっているわけで、当然の

話。それをなるべく見えるようにしようということ。従って「ねばならない」

ではなくて住民が本当の意味で高浜大好きの定着定住型市民になってくれ

ればもっと高浜のエネルギーを子どもたち、あるいは孫たちの未来に投資で

きるということと、除却せねばならない施設も除却することなく持ちこたえ

ることもできるとストーリーができる。そのことを描いてはどうか。 

・先ほど、素敵な言葉を他の委員が仰ったが、まちづくりは他人事でなく自分

事だということをこの計画ではストーリーとして描くなかでその理念を出

してはどうか。つまり、まちづくりは単にハードな話ばかりでなく、仕組み、

ルール、将来残す伝統づくりでもあるわけでそれは行政だけの力では無理で

ある。延いては人づくりは、もっと住民自身がお互いに関わりあっていかな

いとできない。従って「人と想いが つなぐつながる 幸せなまち 大家族

たかはま」というのはばっちり合ってびっくりした。「つなぐつながる」とい

うのはコミュニケーションのことであり、それの集合体であるコミュニティ

を作っていくということだから、高浜における総合計画の基本的な足掛かり

は地域にあるということをはっきりと示した方がいい。地域社会、地域コミ

ュニティを徹底的に重視するという施策を示していってはどうか。そのため
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にも個人でできること、地域でできること、行政がするべきこと、場合によ

っては行政と地域が協働で解決していったら効果が上がること、各部局一斉

にこれを考えてくださいとお願いしてほしい。住民の協力なくてもやってい

けるという部署はゼロ。秘書課から人事課に至るまで住民の参画と協働で現

在やっている仕事は見直してほしい。秘書課は単に市長副市長対策課ではな

い。議会事務局もそう。市議会議員対策室ではない。住民と議会とをつなぐ

ための仕事をもっと考えないといけない。そのための協働事業を考えていか

なければならない。そういう斬新な総合計画にしてもらいたい。 

・出生率や雇用に関しては地域創生戦略のなかで政策を出せと国が言っている

から皆苦しみながらやっているのだが、実は国の責任というのは大きいのは

事実。例えばご承知のことと思うが、非正規労働者がかなり増えている。全

雇用のうち４割５分まで非正規が占めてきている。これは小泉竹中路線のと

きにできた行政改革で起こっているわけだが、この結果国民消費が落ちてき

ているのは、経済学者の世界では当たり前の話。そうすると雇用法制を改正

してもらわないと結婚もしない子供も産まないという世代が増えていくの

は仕方ないではありませんかという批判はある。だからといって、国の責任、

国の責任と言っていていいのでしょうかという話もある。確かに地方創生戦

略は自民党の石破さんが総務大臣のときに作ってくれと言った計画なので

地方公共団体にとってみれば天からふってきた災難みたいな計画ですが、だ

からといってできないことは書いていない。できる最低限のことを書いてい

る。それと総合計画と調整してできないことは書かない、総合計画と調和し

ていることを書くということを皆がやっているはずです。だから嘘は書いて

いない。そんななかで私はいつも言うが、人口が減りつつある、じりじり減

って高齢化も土壇場に追いやられつつある天下の国際都市神戸市とその隣

で人口がどんどん増えていっている明石市、同じ自治体なのに何故片方は若

者、子育ての人がどんどん入ってくるのか、何故もう片方は高齢化都市にな

っていくのか、はっきりとした都市間競争が答えを出している。ですから自

治体の政策の打ち方によっては若者を引っ張り出し、子どもを産み育てるこ

とは可能だということは立証されている。ただ、私個人としては、そういう

厳しい競争を隣同士で奪い合いするような競争を強制するなと言いたい。む

しろもっと若者が結婚できて、子どもも産み育てて、リスクを伴わずに子育

てできるような社会に切り替えてほしいと思っている。 

・嘗ては一億総中流国家と言われた国はもう既に壊れている。中流の人たちは

消えていっている。中流下層階級になっているし、中流階級の次の世代はど

んどん下層階級に転落してくるらしい予想が出ている。そうなるとこの国の

ＧＤＰの構成は輸出入で稼ぐしかなくなる。あと、皆が肩入れしているのは

政府の公共投資です。政府公共投資はもうこれ以上増やせない。今年の財政

支出はご覧になられたか。コロナとオリンピックでもう８兆円ぐらい使って

いる。それを全部が国債発行である。国債発行額は例年に比べ２倍ぐらいに

跳ね上がっている。とんでもないことになっているが、何とか自治体の力で

そういう地域社会を守っていきたい、市民の生活を守っていきたい。そうい

う危機意識をもった計画にしないか。私が言いたいのは何でもかんでも国の
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責任にしていたら気楽だが、それを言っていたら地方自治にならない。そこ

は住民と一緒になって支えていく、守っていくという精神で盛り込んでいき

ませんかということ。そういう意味で私は基本構想かどこかで住民自治と団

体自治をきっちりと説明する箇所をもってほしいと思っている。 

会長 ・事務局から何かあればお願いしたい。 

事務局 ・沢山のご意見を有難うございました。本日頂いた意見はなるべく計画のなか

に落とし込んでいけたらと思っている。特に住民自治のところは今お話があ

ったが、高浜の特徴としても位置付けていけるかなと思っている。しっかり

やっていきたいと思っているので宜しくお願いしたい。 

 

５．その他 

会長 ・本日皆さまから頂いた意見は大変貴重で、しかもシャープでよく核心を得た

ご発言が多かったと思っている。有難うございます。 

・以上ですべての議事は終了となりますが、その他に入る。 

・事務局から発言をお願いしたい。 

事務局 ・２点お願いしたい。１点目は、次回第４回の審議会の日程は、少し先になる。

１０月２７日（水）１９時からで実施させていただきたい。また、あらため

て事務局より通知をさせていただくのでご予定をお願いしたい。 

・２点目は、本日の議事録については、まとまり次第、委員のみなさまへお送

りして確認いただき、書面で了解を得たうえで公開させていただくのでご了

承願う。 

会長 ・これをもって、第３回高浜市総合計画審議会を終了する。 

 


